
116

ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ʲετʔϦʔʳ
　尾崎には、׮永 3（1626）年に池田ޫ੓の家
ਉԬ田໻ฌӴが製塩ٕज़をもたらしたという伝承
が残されており、一ൠ的に言われる౦浜塩田の干
拓開1646）࢝ 年）より古い。
　浅野長直の赤穂への入封は正保 2（1645）年
であり、ٕज़ऀをটᡈできたのは、池田時代にす
でに下地があったためと言われているが、౦浜塩
田を開発してશ国に஌らしめたのは、間ҧいなく
浅野家と言える。
　尾崎地区には、塩田੻地を示す水尾੻とともに、
赤穂八幡宮を中৺とする旧市֗地のまちなΈと、
塩田࿑ಇऀの৴ڼの対象となった赤穂八幡宮があ

り、さらにその背後には如来寺、塩ה神社、ී門
寺などが立ちฒぶ「৴ڼ೭道」がある。周ลには
஧ࠢൾ、宝崎神社、宝専寺、尾崎という地名の由
ॹとなった三本দといった歴史文ԽҨ࢈が点ࡏし
ている。
　赤穂八幡宮のळࡇりは、「赤穂八幡宮ࢠࢰ෣」
としてࢦݝ定ແ形ຽଏ文Խࡒにࢦ定されたࢠࢰ෣
に特௃がある΄か、ஓࣇ頭人をंݞして࿅りาく
頭人行ྻ（赤穂市ࢦ定ແ形ຽଏ文Խࡒ）もஶ名で
ある。いͣれも塩業でӫえた尾崎地区の風৘を৭
ೱく残す。ळࡇりのཱྀޚ所は宝崎神社にあるノο
τؠという࿐頭ؠ൫であり、塩田開発前の地形を
෺語っている。

ඌ࡚地۠

�．Ԙాͱͱ΋ʹʵઙ໺Ո͕։͍ͨԘాʵ

歴史文化の視点̍

赤穂ീ഼宮ࢰ子෣
赤穂ീ഼宮神ࣜ޾の಄ਓྻߦ

෣ࠇൺण大ܙ

尾崎ଜの·ͪͳΈچ

赤穂ീ഼宮

宮山

島௕年ൾࣇ

ๅ崎神ࣾ
ノοτؠ

ๅઐࣉ

三本দ
㖣။ౝ

೗དྷࣉ

ଠ地ಊ

水尾੻

ී門ࣉ ʢ木଄千手؍Ի૾࠱ʣ

Ԭ田໻ฌӴのุൾ
田෵୮ઋ۟ൾ
ഄাૣබ塚
ढ़ࢣܙ೭ൾ

子क地ଂ

川馬のଠ子ಊ

尾崎ଜಓ路元ඪ

੯ࡩൾ

৴ڼ೭ಓ石ൾ

赤穂大橋੻چ

΋の ৔ ͜ͱຌྫ

塩ᜱ神ࣾ 塩ᜱ神ࣾࣾ殿վங記೦ൾ

赤穂ീ഼宮ࢰ子෣ ノοτؠ

0 100 200 300N




